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１．はじめに 

１．１． 都市の課題について 

加古川市では、2011 年頃から人口減少局面に入り、とりわけ若い世代の転出超過の状況が

続いている状況にある。人口減少、生産年齢人口比率の低下、高齢者人口比率の上昇がもた

らす諸課題に加え、地域コミュニティの希薄化・高齢化、妊娠・出産・子育てに対する不安や

負担感の増大、高齢化による医療・介護ニーズの増大、地域経済の低迷、防災・防犯・交通安

全、公共施設の老朽化、財政負担の増大、新型コロナウィルス感染症の流行など、広く本市を

取り巻く社会経済環境を捉え、各種施策を推進していくことが求められている。

「加古川市スマートシティ構想」において、先進的技術を活用して取り組む施策の現状と

課題について、以下の通り整理されている。

表 先進的技術を活用して取り組む施策の現状と課題（１）
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表 先進的技術を活用して取り組む施策の現状と課題（２） 
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１．２． かこがわ ICT まちづくり協議会（コンソーシアム）について 

2020 年 2 月にかこがわ ICT まちづくり協議会（本コンソーシアム）を設立し、当協議会

を中心として外部機関・団体などと協力・連携しながら、官民連携で各種取組を推進してき

た。取組内容に応じた個別チーム体制を構築しつつ、協議会総体としてスマートシティをは

じめとする先進技術を活用したまちづくりを進めている。また、東播磨スマートシティ推進

協議会や播磨圏域活性化推進検討会などの広域会議体とも連携を図りつつ、今後の取組の広

域展開を検討している。全体推進体制及び関係組織の概要について以下に整理する。



2-1-1

２． 目指すスマートシティとロードマップ 

 加古川市では、目指すスマートシティとロードマップ等を取りまとめた「加古川市 スマ

ートシティ実行計画（素案）」を策定している。本実証実験は、本計画のロードマップに掲

載（P.2-2-3 参照）している「③次世代見守りサービスの展開」「⑤国の浸水把握技術実証と

の連携等」を前提としたものであり、それらの社会実装の実現に向けた取組の一環として行

うものである。

２．１． 目指す未来の検討 

 加古川市では、市のさまざまな都市課題について、テクノロジーをその手段とし、市民

と解決する「市民中心の課題解決型スマートシティ」を基本としつつ、市民が安全・安心、

暮らしやすいだけでなく、日々の楽しみや未来に対する夢・希望を持つことができるよう、

にぎわい、教育、移動など多分野の取組も包括的に推進していくことで、「夢と希望を描き 

幸せを実感できるまち 加古川」の実現を目指している。 

図 将来の都市像イメージ 
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加古川市のあらゆる計画の最上位に位置付けられている、加古川市総合計画では、「将

来の都市像」の実現に向けたまちづくりの基本的な方向性や施策を総合的かつ体系的に示

している計画である。計画期間は、2021 年度～2026 年度までの６年間である。 

本計画では、本市を取り巻く社会経済環境を、人口減少、人口構造の変化、地域コミュ

ニティの希薄化・高齢化、妊娠・出産・子育てに対する不安や負担感の増大、高齢化によ

る医療・介護ニーズの増大、地域経済の低迷、防災・防犯・交通安全、公共施設の老朽

化、財政負担の増大、先端技術、新型コロナウィルス感染症、SDGｓという視点から整理

した上で、人口推移などの市の現状を踏まえ、まちづくりの基本理念、将来の都市像、及

び将来の都市像を実現するための５つの基本目標と個別の政策が示されている。 

とりわけ「先端技術」に関しては、人口減少が進行する中、持続可能な形で行政サービ

スを提供し続け、住民福祉の水準を維持・向上させるため、積極的な先端技術等の導入・

活用が求められる旨が記載されている。 

図 本市を取り巻く社会経済環境（先端技術） 
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 本計画において掲げられている方針について、以下に概要を示す。まちづくりの基本理

念は、2000 年の「ウェルネス都市宣言」を継承し、「ひと・まち・自然を大切にし ともに

ささえ はぐくむまちづくり」、将来の都市像は「夢と希望を描き 幸せを実感できるまち

加古川」と定められており、基本目標及び政策は「心豊かに過ごせるまち」「安心して暮

らせるまち」など、市民の生活を中心に考えられたものとなっている。 

図 加古川市総合計画の概要 
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２．２． ロードマップの作成 

（１）スマートシティに係る取組の全体像

 本市における先進的技術を活用した取組は、大きく分けて、多様で高精度なデータの取得

を可能とするセンサー等の IoT 機器の配置に係る「アセット層」、様々なデータを標準化・

統合し、多様な主体の協働・データ利活用・業務効率化・EBPM などを推進する基盤となる

「プラットフォーム層」、データの利活用等を通じて市民の QOL や利便性を向上させるスマ

ートサービスの開発・改良・展開を目指す「サービス層」の３層に大別される。市民の QOL

や利便性を向上させる各種サービスは、良質なデータとそれを管理・活用するための確かな

データ基盤が土台となり構築されるものであるという視点から、これらに係る取組をバラ

ンスよく推進していくことが重要であると考えている。

図 取組の全体像（３層構造） 
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（２）スマートシティに係る取組の概要

策定予定の実行計画に反映されている取組内容の一覧と「スマートシティ構想」における

施策との対応関係、現在の事業フェーズ（開発段階・実証段階・実装段階）を以下に示す。 

表 主な取組内容一覧 

取組内容 関連施策 
事業フェーズ 

(2020 年度) 

３層 サービス層 

①行政情報ダッシュボード・アプリによる情報提供
【市民】情報発信 

【市民】行政情報 
実装 

②地域ポイント制度 【まち】にぎわい 実装 

③子ども・高齢者の見守りサービス 【市民】子育て・高齢者 実装 

③-1 次世代見守りサービスの展開

～広域みまもりタグ検知アプリ～ 
【市民】子育て・高齢者 実証 

③-2 次世代見守りサービスの展開

～電動アシスト自転車による高齢者の見守り～ 
【市民】高齢者 試行実証 

④保育士等の働き方改革・業務負荷の改善、

快適な保育環境の提供
【市民】子育て 実証 

⑤国の浸水把握技術実証との連携 【まち】防災 実証 

⑥災害情報伝達手段等の高度化、3D 都市モデルの活用 【まち】防災 開発 

⑦遠隔環境での健康増進活動支援サービス 【市民】高齢者 開発 

⑧高齢者における認知症の早期対応（MCI） 【市民】高齢者 開発 

⑨3D 都市モデルと人流センシングデータを活用した

加古川駅前等の回遊状況検証

【まち】にぎわい 

【まち】インフラ 
開発 

⑩ラストワンマイルの移動サービスの構築 【まち】移動 開発 

２層 プラットフォーム層 

⑪統合データプラットフォームの構築

（全般） 

【行政】データ利活用 

業務効率化 

実装 

⑫オープンデータ API の提供 【行政】データ利活用 実装 

⑬周辺自治体との広域連携 【行政】データ利活用 調整 

１層 アセット層 

③見守りカメラ・タグ検知器の導入
【市民】子育て・高齢者 

【まち】安全・安心 
実装 

③郵便車両等へのタグ検知器・カメラの搭載
【市民】子育て・高齢者 

【まち】安全・安心 
実装 

③-2 電動アシスト自転車への GPS・BLE 受信機の搭載
【市民】子育て・高齢者 

【まち】安全・安心 
試行実証 
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（３）ロードマップ（目標スケジュール）

本市における一連の取組のロードマップ（目標スケジュール）を以下に整理する。先行し

て実装済みのものについては周辺自治体との連携を通じた広域展開を、開発・実証段階のも

のは 3～5年以内の実装化を目指す。その他、新しい取組についても並行検討し、予算など

に応じてロードマップに反映していく予定である。 

本実証実験では、実行計画のロードマップに掲載されている 

図 各取組の目標スケジュール（ロードマップ） 
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２．３． KPI の検討 

 本市では、これまで「加古川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「情報通信技術基

盤等の利活用に関する推進方針」において、基本目標指標と重要業績評価指標（KPI：：

Key Performace Indicator)により、一定期間ごとに施策の検証を実施してきた。新たに

策定されるスマートシティ実行計画においても、既存の指標を施策別に再整理し、取組の

効果を確認していくとともに、実装段階の具体の取組に関する新たな指標の追加を検討し

ていく考えである。 

現時点で想定している施策別の KPI を、次ページ以降に示す。各取組が着実に市民の間

に広がり、効果が実感されていくためには、とりわけ ICT を活用した取組の共通課題であ

る「分かりやすさ」や「使いやすさ」への対応が重要であると考えており、市民の意見を

取り入れ施策に反映していく「市民参加」や効果的な「情報発信」に注力しながら、関連

する KPI を設定することが重要であると考える。なお技術実装の段階に至っていない取組

や、中長期的な推進体制が未定の取組を含む施策については、今後検討の深度化に応じて

KPI を更新していく予定である。 
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表 施策別 KPI 一覧 
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３． 実証実験の位置づけ 

３．１． 実証実験を行う技術・サービスのロードマップ内の位置づけ 

 本実証実験では、以下に示す通り、大きく２つのテーマ「見守りサービスの高度化・展開

に関する実証実験」「河川・内水氾濫に対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関

する実証実験」に基づき実施する。 

【本実証実験のテーマ・メニュー】 

（１）見守りサービスの高度化・展開に関する実証実験

①広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開に関する実証実験

②自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験

（２）水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験

①河川カメラのシステム連携（姫路河川国道事務所との連携実証）

②加古川市内における内水氾濫高リスク箇所への浸水センサーの設置

③水害リスクに対する広域連携を実現する実証実験
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 見守りサービスの高度化・展開に関するロードマップ内の位置づけ 

 ①広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開に関する実証実験 

 ②電動アシスト自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

  見守りサービスの高度化・展開に関する実証実験に関して、①の広域みまもりタグ検知

アプリの開発・複数自治体への展開（ロードマップ③-1）については、2020 年および 2021

年の実証期間、2022 年には広域エリア（目標：5自治体以上を対象とした実証）を対象と

した拡大実証を経て、2023 年の実装を予定している。また、②の電動アシスト自転車に

よるセンシングを活用した見守りサービス（ロードマップ③-2）も同様に、2020 年の試

行実証、2021 年の加古川市内での実証、2022 年には隣接市も含めた拡大実証を経て、2023

年の実装を予定している。 

 

表 スマートシティ実装に向けたロードマップ 
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 水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験 

  ①河川カメラのシステム連携（姫路河川国道事務所との連携実証） 

  ②加古川市内における内水氾濫高リスク箇所への浸水センサーの設置 

  ③水害リスクに対する広域連携を実現する実証実験 

  水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験に関して、

①～③の３つの実証メニューについては、下表の【ロードマップ⑤】国の浸水把握技術実

証との連携等に位置づけられているものであり、2020 年の実証、2021 年の拡大実証を経

て、2022 年には実装の予定をしている。ただし、2022 年の実装については、実証メニュ

ー①および②を対象に想定している。 

 

表 スマートシティ実装に向けたロードマップ 
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３．２． ロードマップの達成に向けた課題 

 見守りサービスの高度化・展開に関する実証実験 

 ①検知器メッシュの強化と見守りタグの普及 

見守りサービスの効果は、検知器メッシュの強化（固定式・移動式を含めた検知器の増

大）とタグの普及にかかっている。加古川市においては、検知器メッシュを効率的に配置

するため、見守りカメラのユニットに同梱するかたちで約 1,500 か所に設置している。ま

た、設置コストと電源設備・通信設備の共有を可能とした上、かこがわアプリや郵便バイ

ク・公用車などの車載式の移動式検知器による強化も行っており、既に一定のサービス水

準は確保できているものと考える。 

一方で、加古川市以外の市町村に目を向けると、必ずしも見守りサービスを導入してい

るとは限らず、導入していたとしても十分なサービス水準が得られる検知器メッシュの

密度に到達していない場合が多い。 

②見守りボランティアの普及 

本実証実験では、市民のスマホを検知器として活用できるようにするスマホアプリの

開発を行うが、見守りタグを携帯するこどもや高齢者の見守りに協力するためには、アプ

リのインストールに加えて、スマートフォンの Bluetooth 機能を ON にしてもらう必要が

あり、市民の積極的な協力を促すための工夫（インセンティブの提供等）が課題である。 

 

 水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験 

①連携先のシステム要件 

行政間でデータ連携を行うためには、双方においてデータ流通を可能とするシステム

が構築されていることが条件となる。国、県をはじめとして加古川流域の他の市町等との

間で連携を推進するためには、本市の都市 OS（FIWARE）と連携できる環境が必要となる。 

②浸水検知センサーの効果的な配置 

危機管理型水位計と異なり、得られる情報は浸水検知のみのため、設置箇所・数・高さ

の検討が必要となる。その際、浸水実績や土地利用（駅前の市街地、主要道路のアンダー

パスなど）の情報をもとに、浸水リスクが高いエリアを抽出した上で、加古川市防災担当

部局の意見も踏まえて、設置場所を選定することが重要である。 

③自主的な避難行動につなげるための情報発信、防災研修など 

カメラ画像（通常・現在・時刻別）や水位データ（浸水検知含む）など様々な情報が提

供されていても、情報の範囲が広く、市民一人一人が自分事と捉えて災害時に活用し、迅
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速な避難行動につながるとは限らない。情報の一元化を進めるとともに、避難行動につ

なげる効果的な情報発信や防災研修等による普及・啓発が求められる。 

 
 

３．３． 課題解決に向けた本実証実験の意義・位置づけ 

 見守りサービスの高度化・展開に関する実証実験 

 ①技術の正確性 

これまで見守りサービスの実証に関しては、加古川市内を対象に行っており、これまで

市外での取組みは行っていない。本実証においては、まず、みまもりタグを携帯する実証

モニターが在住の市町村から加古川市内への移動の際、今回開発するみまもりタグ検知

アプリをはじめとする移動式感知器および、電柱や施設等に設置された固定式感知器に

よって、行政界をまたぐシームレスなタグの検知が実現できるのかを確認する。これによ

り、広域エリアでの見守りサービスが可能となり、見守りタグを携帯する人が、自治体間

を移動したとしてもシームレスなサービス提供が実現される。これにより、双方の自治体

にとってもメリットが創出され、安全安心なまちづくりに資する取組となることが期待

できる。 

また、電動アシスト自転車についても今回は試作機であり、正常なみまもりタグの検知

や自転車の走行ログの取得を確認し、次段階の実証に進められるかどうかを確認する。電

動アシスト自転車に関しては、タグ検知器および走行ログのデータ取得と合わせて、自転

車の乗り心地など、社会実装を見据えた今後の改善点なども確認する。 

②サービスのビジネスモデルの確認 

本実証実験では、実証参加自治体は無償での参加となるが、今後、本サービスを実装し

た場合には、ハード整備のための大きな先行投資が必要ないサービスから実装化してい

くことで、自治体の財政負担を軽減するビジネスモデル（年間利用料等）を想定する。 
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 水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験 

 ①技術の正確性 

本実証では、国の河川カメラシステムとの連携、市内への浸水センサーの設置、外部シ

ステムとの広域連携という、３つの異なるデータを対象とした実証実験を行うため、それ

ぞれの実証において、システム間連携や正常なデータ取得が可能かどうかを確認する。ま

た、これらのデータを市の都市 OS に集約した上で、加古川市の行政ダッシュボードに一

元的に可視化できるかを実証する。これにより、加古川市の防災担当者が災害時において

も、現地に赴くことなく、安全なリモート環境で現地の状況をリアルタイムで正確に把握

することが可能となる。 

②サービスのビジネスモデルの確認 

本実証実験では、まずは他の行政とのデータ連携が確実にできるかを確認することに

重点をおき、今後、本サービスを実装した場合には、加古川市の都市 OS（FIWARE）を広域

展開して、サービスの拡充を図るとともに、周辺の各自治体から負担金を徴収することで、

自治体当たりのコストを削減（有償データの販売等も視野）することを想定している。 
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４． 実験計画 

 

４．１．  実験で実証したい仮説 

  見守りサービスの高度化・展開に関する実証実験 

 ①目標達成の観点 

 1) 広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開に関する実証実験 

・本実証においては、みまもりタグを携帯する実証モニターが在住の市町村から加古

川市内への移動の際、今回開発するみまもりタグ検知アプリをはじめとする移動

式感知器および、電柱や施設等に設置された固定式感知器によって、行政界をま

たぐシームレスなタグの検知が実現できるのかを検証する。 

・これにより、広域エリアでの見守りサービスが可能となり、見守りタグを携帯する

人が、自治体間を移動したとしてもシームレスなサービス提供が実現される。また、

限られた実証モニター数ではあるものの、実証モニターが携帯する見守りタグの検

知範囲、検知頻度などもあわせて検証することで、次段階の拡大実証に向けた基礎

資料とする。 

2) 自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

・今回実証実験用に開発した電動アシスト自転車は試作機であることから、正常なみ

まもりタグの検知や自転車の走行ログの取得を確認し、次段階の実証に進められる

かどうかを検証する。また、上記のデータの取得状況を踏まえつつ、既往取組であ

る「高齢者の MCI 早期判定」の入力データとして、これらの取得データが活用でき

るかどうかの可能性も確認する。 

・現在稼働している移動式検知器のひとつである「郵便バイクの車載式検知器」は、

バイクの走行速度が一定速度を超えると、みまもりタグの検知が難しかったり、正

確な場所での検知履歴が所得できなかったりする課題がある。今回の電動アシスト

自転車は、郵便バイクほどの速度はでないと想定されるため、これを補完できるよ

うな正確なデータが取得できるかを検証する。 

・本実証実験では、加古川市の職員を対象に試作機の利用・検証を行ったが、加古川

市役所周辺には、他のエリアと比較して、見守りカメラ（見守り検知器）の設置密

度が低いことから、今回の試作機の導入により、見守りサービスの検知をカバーで

きるかどうかの確認も行う。 
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 ②持続可能性の観点 

 1) 広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開に関する実証実験 

・本実証実験では、実証参加自治体は無償での参加となるが、今後、本サービスを実

装した場合には、ハード整備のための大きな先行投資が必要ないサービスから実装

化していくことで、自治体の財政負担を軽減するビジネスモデル（年間利用料等）

を想定する。 

・今回の意向アンケート結果をもとに、来年度以降、実証に参画する自治体を拡大で

きるよう、今年度実証に参加できなかった理由やハードル、関連取組の状況などを

あわせて把握し、継続的なアプローチ方法を検討する。 

   

図 広域見守りモデルのビジネスモデルイメージ 

 

2) 自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

・社会実装時には、レンタサイクル事業を念頭においたマネタイズを想定しており、

レンタサイクル以外の収益源の確保が必要である。取得データのまちづくり活用

（見守りサービスの質向上、交通安全性の検証）や、有償データとしての提供可能

性について検討する。また、市内の河川敷など見守りカメラ設置が困難な場所での

みまもりタグ検知についても今後の可能性について検討する。 

・今回の試作機の乗り心地等に関して、市の職員（利用者）を対象に、社会実装を見

据えた今後の改善点などの利用者意見を把握・整理する。 

 

 ③取組の発展性の観点 

 1) 広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開に関する実証実験 
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・今回、隣接自治体を対象に、事前に実証の募集を行った。事前の募集において参画  

意向を示さなかった自治体を対象に、実証参画に関する意向アンケートを行い、そ

の今年度の実証に参加できなかった理由やハードル、関連取組の状況などをあわせ

て把握し、継続的なアプローチ方法と取組の拡大を検討する。 

2) 自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

・防災の観点では、今回の試作機は回生エネルギーを有効活用してバッテリーの充電

回数を大きく抑えることが可能となっていることから、災害時の利活用の可能性に

ついても検証する。 

 

 水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験 

（浸水把握技術開発との連携（姫路河川国道事務所との連携実証）、市内浸水セ

ンサー設置、広域連携実証） 

 ①目標達成の観点 

・浸水把握技術開発との連携および市内浸水センサー設置に関しては、システム連携

やセンサーデバイスからのデータ取得により、加古川市の都市 OS（FIWARE）にデー

タを格納し、行政ダッシュボードに一元的に可視化できるかを検証する。これによ

り、加古川市の防災担当者が災害時においても、現地に赴くことなく、安全なリモ

ート環境で現地の状況をリアルタイムで正確に把握することが可能となる。 

・また、市内浸水センサー設置では、これまでの市の浸水実績や３次元地形をはじめ

とする浸水リスクに関連する情報をベースとして地図上に可視化し、浸水リスクの

高い箇所を洗い出した上で、設置箇所の選定を行う。また、市の防災担当部署への

ヒアリングをもとに、期待される設置効果について取りまとめる。 

・広域連携実証については、SIP 防災事業に対して、市の保有データ等を提供するこ

とで、広域での防災情報提供や多様な災害リスクへの対応可能性について検証する。

また、SIP 防災事業は来年度も継続予定のため、来年度に向けた課題整理を行う。 

 ②持続可能性の観点 

・本実証実験では、他の行政とのデータ連携が確実にできるかを確認することに重点

をおき、今後、本サービスを実装した場合には、加古川市の都市 OS を広域展開し

て、サービスの拡充を図るとともに、周辺の各自治体から負担金を徴収することで、

自治体当たりのコストを削減（有償データの販売等も視野）することを想定する。 
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図 広域防災モデルのビジネスモデルイメージ 

   

 ③取組の発展性の観点 

・今回の実証実験では、水害リスクに焦点を当てて、国の河川カメラシステム連携

や市内浸水センサー設置を行ったが、今後は、例えば大規模地震など多様な災害

リスクへの対応も必要であることから、今回の構築スキームを活用して、多様な

災害センサー等からデータを取得し、都市 OS で一元管理して、ダッシュボード

に可視化することが望まれる。 

・また、その際には、各種災害リスクの有識者との連携を図ることで、有用かつ効

率的なデータ取得とデータ利活用が期待できるとともに、広域での都市 OS・ダ

ッシュボードの利活用方法について、周辺自治体と連携・協議することも考えら

れる（上記の広域防災モデルの構築：データＰＦの広域連携による財源確保）。 
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４．２． 実験内容・方法 

（１）見守りサービスの高度化・展開に関する実証実験

①見守りタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開に関する実証実験

1）見守りタグ検知アプリの開発

・見守りタグの検知機能（ON/OFF）を実装した、シンプルな見守りタグ検知アプリ

を開発する。

・本アプリは iOS、アンドロイドを対象とする。

・また、既存の自治体アプリとのリンク連携により後導入を容易にする仕組み

を念頭に置いたものとする。

2）見守りタグ検知アプリ（実証用）のアプリストア公開

・アンドロイドに関しては、アプリストアでの公開を行う。 

・iOS に関しては、アップルストアでの公開を行う。

図 みまもりタグ検知アプリのイメージ 

（実証アプリイメージ） 

検知機能 ON｜OFF ボタン 

（アップルストア公開イメージ）
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3）広域連携実証の依頼および自治体参加募集 

   ・広域連携実証として、加古川市に隣接または周辺の自治体が参加する、播磨圏

域連携中枢都市圏「新たな連携事業の検討（見守りサービス）」事業にかかる検

討会および、播磨圏域活性化推進検討会において、広域見守り実証実験参加募

集チラシの配布や、実証実験の説明資料を配布するとともに、会議での概要説

明・実験参加依頼を行った。 

     （P.4-2-3～4-2-6 参照） 

 

4）収集データ 

   ・広域連携実証の参加自治体を対象に、当該自治体における BLE タグ検知情報（見

守りサービス加入者の検知情報）を収集する。 

・なお、個人情報の取り扱いや、収集データの取扱いについて、「みまもりタグ検

知アプリ」のプライバシーポリシーとして整理した。 

（P.4-2-7～4-2-8 参照） 

 

5）実証実験モニター募集 

   ・3)の結果として、加西市が広域連携実証に参画することとなったため、個別に実

証実験モニター募集の依頼を行った。 

   ・モニター募集にあたっては、加西市による情報の利用目的や、（実証用に配布す

る見守りタグの取扱企業である）ALSOK による情報の利用目的を整理した「見守

りサービスにおけるみまもりタグの実証実験」参加同意書を作成した上で、モニ

ターには同意書に署名頂き、みまもりタグを配布・実証実験期間中に携帯頂いた。 

     （P.4-2-9～4-2-10 参照） 
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◆広域見守り実証実験参加募集チラシ 
（播磨圏域連携中枢都市圏「新たな連携事業の検討（見守りサービス）」事業担当） 
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◆播磨圏域連携中枢都市圏の播磨圏域活性化推進検討会 説明資料 
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◆「みまもりタグ検知アプリ」プライバシーポリシー 
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◆実証実験参加同意書 
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  ②自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

   1）実証実験機器 

・GPS 端末や BLE タグ（見守りタグ）検知器、速度制限機能などを具備した、実

証用自転車 5 台（試作機）を用意する。 

・試作機 5 台を加古川市役所に持ち込み、加古川市職員を対象とした実証を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ◆実証実験試作機（写真イメージ①：二輪） 

 

 

 

 

 

 

【参考】実証実験試験機（写真イメー②：三輪） 

 

 

 

                   ※使用性や交通安全性の観点から 

                    2020 年内で使用（実証）を中止 

◆見守り機能の実装イメージ 

搭載機能 

GPS 端末 BLE 受信機 

概要 

GPS 端末の欠点である、「持たせに

くい」、「充電が出来ない」ことを、

回生システムと搭載した電動自

転車に設置することで解決。既存

のみまもりタグ事業と組合せる

ことで、より確実な見守りが提供

可能。 

公用車、郵便バイクと同様に、回生

システムを搭載した電動自転車で

あれば、移動式の BLE アンテナとし

て機能させることが可能。個人が購

入する物品を活用して、加古川市の

既存見守り事業を補完、強化してい

くことが可能となる。 

 

フロンティア 26 インチ×1 台 

ラクット 24 インチ×2 台 

ラクットワゴン×2 台 
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2）今年度試作機の実装機能と収集データ 

ⅰ）今年度試作機の機能（取得データ） 

・GPS 端末       ：自転車の走行位置・軌跡 

・BLE 受信機      ：ALSOK タグ受信について対応（個人特定は不可） 

・走行速度（速度制限） ：自転車の速度把握 

・回生システム機能   ：回生エネルギーの有効活用 

・転倒防止機能    

 

ⅱ）収集データ 

・自転車の GPS 位置情報を収集する。 

※本実証では加古川市職員を対象とするが、今後、一般市民などを対象として

データを公開する場合には、自宅周辺を除外するなどデータ公開する場合の

ルール化の検討を行う必要がある。 

・BLE タグ（見守りタグ）検知情報を収集する。 

※本データはタグを検知した自転車の位置情報を取得するものであり、自転車 

の位置情報を捕捉することから、個人情報は特段問題無しとの想定である。 
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（２）水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験 

 ①汎用カメラを用いた浸水把握技術開発との連携（姫路河川国道事務所との連携実証） 

  ・姫路河川国道事務所との共同研究に関する覚書（本年 4 月）に基づき、国が行う汎

用カメラを用いた浸水把握技術の開発との連携実証を実施する。 

  ・具体的には、浸水把握システムの表示ページの URL を行政情報ダッシュボード（市

の管理者限り）にリンク先として設定し、ダッシュボード経由で浸水把握システム

の表示ページにアクセスできるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】国の汎用カメラの設置場所（加古川流域の 5 箇所：下図赤丸） 

 

 

  

加古川市の行政情報ダッシュボード 
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②加古川市内における内水氾濫高リスク箇所への浸水センサーの設置 

 

1）内水氾濫リスクが高い箇所の選定 

ここでは、加古川市が所有するリスクマップ情報および加古川市の防災部局の意見

をもとに内水氾濫リスクが高い箇所を選定し、浸水センサーを取り付ける箇所を考察

する。 

 

ⅰ）浸水リスクの高いエリアの確認 

現在、加古川市関連で浸水リスクに関連する情報として提供されている情報は、以

下のようなものが挙げられる。 

 

表 浸水リスクに関連する地図情報 

項目 出典 内容 備考 

洪水ハザードマッ

プ 

＞浸水実績 

加古川市オープンデ

ータカタログサイト 

兵庫県ＣＧハザードマップで提供す

る「過去（平成16年～平成26年）に浸

水した範囲」を示す。 

 

洪水ハザードマッ

プ 

＞浸水想定 

加古川市オープンデ

ータカタログサイト 

兵庫県ＣＧハザードマップで提供す

る国及び県で管理する河川について

の「想定最大規模降雨による洪水浸水

想定区域図」を示す。 

 

兵 庫 県 全 域 DEM

（2010年度～2018

年度） 

Ｇ空間情報センター 航空レーザ測量成果のうち、建物、植

生等を除去した地表面の数値標高モ

デル。データは1m間隔の格子状で、XYZ

座標値を示したテキストデータ。兵庫

県、国土交通省近畿地方整備局六甲砂

防事務所が実施した1mメッシュの航

空レーザ測量データを使用して作成。 

 

兵 庫 県 全 域 DSM

（2010年度～2018

年度） 

Ｇ空間情報センター 航空レーザ測量成果のうち、地表面と

建物、植生等を含む数値表層モデル。

データは1m間隔の格子状で、XYZ座標

値を示したテキストデータ。兵庫県、

国土交通省近畿地方整備局六甲砂防

事務所が実施した1mメッシュの航空

レーザ測量データを使用して作成。 

 

加古川市総合防災

マップ 

紙資料 市で起こり得る災害とその被害の想

定を地図に示したハザードマップ。市

では、台風や大雨によって洪水（河川

氾濫）・土砂災害・高潮の被害が、地震

によって揺れ・液状化・津波の被害が

想定されている。 

上 記 に

な い ア

ン ダ ー

パ ス 情

報 を 活

用 

 

国土地理院の地図上にこれら地図情報を整理した。この結果を次ページ以降に示す。 
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■図化範囲（緑枠部、主に市内の低平地部・中心市街地を対象とした） 
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＜０５０Ｆ６１＞ 

 

 

   ︓浸⽔実績 
   ︓想定最⼤規模浸⽔想定範囲 
   ︓アンダーパス 

新野辺4号線 
⼭電アンダーパス 
浸⽔実績あり 

別府アンダーパス 
浸⽔実績はなし 

市街化されている 
別府川周辺での 
浸⽔実績が多い 

周辺より標⾼の低
いところで浸⽔が
⽣じる傾向 
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＜０５０Ｆ６２＞ 

 

 

   ︓浸⽔実績 
   ︓想定最⼤規模浸⽔想定範囲 
   ︓アンダーパス 

東加古川駅の 
周辺市街地エリアで 
浸⽔実績が多い 

⼤きな浸⽔実績があるが、 
多くが農地となっている。 

⾼さとの関係は 
よく分からず。 
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＜０５０Ｆ５１＞ 

 

 

加古川駅の 
中⼼市街地で 
浸⽔実績が点在 

⽇岡駅周辺の市街地で 
⼤きな浸⽔実績あり。 

イオンタウン加古川の 
あたりで浸⽔実績あり。 

   ︓浸⽔実績 
   ︓想定最⼤規模浸⽔想定範囲 
   ︓アンダーパス 

地盤⾼との関係は 
よく分からず。 

低いところでの
浸⽔の傾向 
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＜０５０Ｆ５２＞ 

 

 

   ︓浸⽔実績 
   ︓想定最⼤規模浸⽔想定範囲 
   ︓アンダーパス 

⽇岡駅周辺の市街地で 
⼤きな浸⽔実績あり。 

曇川周辺で浸⽔実績がある
ものの、農地が中⼼。 
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＜０５０Ｆ４１＞ 

 

 

   ︓浸⽔実績 
   ︓想定最⼤規模浸⽔想定範囲 
   ︓アンダーパス 

アンダーパスが２箇所あり。 
浸⽔実績なし 

⻄神吉町で 
浸⽔実績が点在。 

東神吉町で 
浸⽔実績が点在。 

標⾼と浸⽔実績の関係は 
よく分からず。 

標⾼と浸⽔実績の関係は 
よく分からず。 
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＜０５０Ｆ４２＞ 

 

 

神野駅の駅前エリアに 
浸⽔実績あり。 

上荘町⼩野地区、両荘中学校 
あたりに浸⽔実績あり。 

他にも広く浸⽔が広がるが、 
農地中⼼となっている。 

⼩河川沿いの低地で浸⽔。 

他にも広く浸⽔が広がるが、 
農地中⼼となっている。 

   ︓浸⽔実績 
   ︓想定最⼤規模浸⽔想定範囲 
   ︓アンダーパス 
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以上の結果をまとめると、浸水リスクの高いエリアとして以下が浸水センサーの設

置候補箇所として挙げられた。 

 

 

地図区分 エリア 概要 

０５０Ｆ６
１ 

別府町別府川沿いエリ
ア 

・別府町の別府川沿いに浸水実績エリアが広
く点在。標高の低いエリアが浸水する傾向。 

新野辺４号線アンダー
パス 

・市内に４箇所あるアンダーパスのひとつ。
山陽電鉄下のアンダーパス道路。浸水実績
あり。 

別府アンダーパス 
・市内に４箇所あるアンダーパスのひとつ。
別府駅すぐ脇の山陽電鉄下のアンダーパス
道路。 

０５０Ｆ６
２ 東加古川駅周辺エリア 

・東加古川駅の周辺市街地に浸水実績エリア
が広く点在。 

０５０Ｆ５
１ 加古川駅周辺エリア 

・加古川駅の中心市街地に浸水実績エリアが
いくつか点在。 

イオンタウン加古川周
辺エリア 

・イオンタウン加古川の周辺に広い浸水実績
エリアが存在。 

０５０Ｆ５
２ 日岡駅周辺エリア 

・日岡駅の中心地区に広い浸水実績エリアが
存在。 

０５０Ｆ４
１ 砂辺４号線アンダーパ

ス 

・市内に４箇所あるアンダーパスのひとつ。
加古川バイパス下の歩行者用アンダーパ
ス。 

高砂北条線下アンダー
パス 

・市内に４箇所あるアンダーパスのひとつ。
ＪＲ神戸線下の歩行者用アンダーパス。 

西神吉町周辺エリア 
・西神吉町の集落に浸水実績エリアが広く点
在。 

東神吉町周辺エリア 
・東神吉町の集落に浸水実績エリアが広く点
在。 

０５０Ｆ４
２ 神野駅周辺エリア 

・神野駅の中心地区に浸水実績エリアが存
在。小河川沿いの低地部で浸水。 

上荘町小野地区／両荘
中学校周辺エリア 

・上荘町小野地区、両荘中学校あたりに大き
な浸水実績エリアが存在。 
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ⅱ）加古川市意見を踏まえた浸水リスクの高い箇所の選定 

以上の浸水リスクが高いエリアをもとに、加古川市防災部局の意見を踏まえ、いくつ

かの浸水センサーを設置すべき浸水リスクが高い箇所を選定した。 

 

地図区分 エリア 候補箇所 
０５０Ｆ６
１ 

別府町別府川沿いエリア ①口里地内 
②野口町長砂地内 

新野辺４号線アンダーパス ③新野辺４号線アンダーパス 
別府アンダーパス ―― 

０５０Ｆ６
２ 

東加古川駅周辺エリア ④北野川地先 
⑤平岡町西谷地内 

０５０Ｆ５
１ 

加古川駅周辺エリア ⑥加古川町粟津地内 
イオンタウン加古川周辺エ
リア 

―― 

０５０Ｆ５
２ 

日岡駅周辺エリア ―― 

０５０Ｆ４
１ 

砂辺４号線アンダーパス ⑦砂辺４号線アンダーパス 
高砂北条線下アンダーパス ―― 
西神吉町周辺エリア ―― 
東神吉町周辺エリア ―― 

０５０Ｆ４
２ 

神野駅周辺エリア ―― 
上荘町小野地区／両荘中学
校周辺エリア 

―― 
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①⼝⾥地内 

③新野辺４号線 
アンダーパス 

②野⼝町⻑砂地内 

＜０５０Ｆ４１＞ 
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④北野川地先 

⑤平岡町⻄⾕地内 

＜０５０Ｆ４２＞ 
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⑥加古川町粟津地内 

＜０５０Ｆ５１＞ 
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①口里地内（地形図） 

⑦砂辺４号線 
アンダーパス 
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当該地区では、洪水と高潮により別府川の水位上昇が

重なった場合、水路から溢水し浸水が生じることがあ

る。 

⽔路からの溢⽔による 
浸⽔被害 
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①口里地内（標高） 

 

このあたり⽔路沿いに 
標⾼が低くなっている 



 4-2-30 

②野口町長砂地内内（地形図） 

 

当該地区では、近年農地の宅地化が進み、しばしば浸

水被害が発生している。現在、下水道課にて当該地区

の雨水幹線整備を進めている。 

当該⽔路の溢⽔による 
浸⽔被害。 
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②野口町長砂地内内（標高） 

 

このあたり⽔路沿いに 
標⾼が低くなっている 

このあたり⽔路沿いに 
標⾼が低くなっている 
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③新野辺４号線アンダーパス（地形図） 

 

アンダーパスで 
浸⽔実績あり。 

アンダーパスで湛水した雨水を自動ポンプアップし

ているが、故障などにより作動しない場合がある。 
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③新野辺４号線アンダーパス（標高） 

 

アンダーパスで明らかに 
標⾼が低くなっている 
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④北野川地先（地形図） 

 

北野川からの 
オーバーフローの発⽣ 

北野川は雨水幹線として整備したものの、農業用水路

との兼用からゲート運用により水位が高く、大雨時の

ゲート運用に多少時間がかかるためオーバーフロー

する場合がある。 
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④北野川地先（標高） 

 

周囲の農地部で 
標⾼が低くなっている。 

宅地化されているが 
標⾼が低い。 
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⑤平岡町西谷地内（地形図） 

 

⽔路からの溢⽔による 
浸⽔が発⽣。 

当該地区は、水路からの溢水によりしばしば浸水が発生

している。治水対策課で水路かさ上げ、ため池事前放流、

学校での一時貯留等の対策を実施しており、下水道課で

も上流部で調整池整備を予定している。 
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⑤平岡町西谷地内（標高） 

 

全体として傾斜しており、 
⻄側に向かって低下している。 
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⑥加古川町粟津地内（地形図） 

 

⽔路からの溢⽔により 
浸⽔発⽣。 

当該地区では、合流区域として整備済であるが、しば

しば浸水被害が発生している。現在、下水道課にて当

該地区の浸水対策を進めている。 
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⑥加古川町粟津地内（標高） 

 

交差点付近の標⾼が 
低くなっている。 

道路／⽔路沿いに 
このあたりの標⾼が 
低くなっている。 
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⑦砂辺４号線アンダーパス（地形図） 

 

⑦砂辺４号線アンダーパス（標高） 

アンダーパス 

アンダーパスで湛水した雨水を自動ポンプアップし

ているが、故障などにより作動しない場合がある。 
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アンダーパスの 
⼊⼝／出⼝部分は 
標⾼が低くなっている。 

周辺は農地部で 
標⾼が低くなっている。 
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ⅲ）浸水リスクの高い箇所の選定結果のまとめ 

以上までの検討結果より、浸水センサーを設置すべき浸水リスクが高い箇所を７箇

所選定した。検討結果を以下にまとめる。 

 

＜浸水センサーを設置すべき浸水リスクが高い箇所＞ 

①口里地内 

②野口町長砂地内 

③新野辺４号線アンダーパス 

④北野川地先 

⑤平岡町西谷地内 

⑥加古川町粟津地内 

⑦砂辺４号線アンダーパス 
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①口里地内 
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②野口町長砂地内内 
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③新野辺４号線アンダーパス 
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④北野川地先 
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⑤平岡町西谷地内 

 

  



 4-2-48 

⑥加古川町粟津地内 
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⑦砂辺４号線アンダーパス 
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③水害リスクに対する広域連携を実現する実証実験 

～SIP・分野間連携 PJ（市町村災害対応統合システム開発 PJ）との連携～ 

 ・SIP・分野間連携 PJ（日立・トヨタ・SBT）では、カーナビへの防災情報提供とし

て加古川市のハザードマップデータを提供し、カーナビ画面上に重畳表示を行

うことで、広域エリアでの防災情報提供に係る実証を行う。 

 ・また、本プロジェクトとの連携実証を通じて、加古川市の関係部署等を対象に、

期待される効果等をヒアリングにより把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】市町村災害対応統合システム開発 PJ 

都市 OS に格納されているカメラ画像や水位データ、加古川市保有の防災関連デ

ータを API 提供する。SIP 側での自治体の避難勧告等の発令を支援する AI モデ

ル（プロトタイプ）の構築・高度化を支援する。 

※ただし、コロナ禍での検討スケジュール遅延が発生 
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４．３． 仮説の検証に向けた調査方法 

 4.1 実験で実証したい仮説や、4.2 実験内容・方法の内容を踏まえ、各実証メニューにつ

いて、仮設の検証に向けた調査方法を以下に整理する。 

 

 （１）見守りサービスの高度化・展開に関する実証実験 

    

①自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

 加古川市職員向けの利用者意見（アンケート） 

 走行状況、タグ検知状況に係る分析 

 

②見守りタグ検知アプリ（実証用）を活用した広域見守りサービス実証実験 

 隣接自治体へのアンケート調査 

 加西市担当者へのヒアリング 

 行政界を跨ぐ見守りタグの検知状況の確認 

 

 （２）水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験 

    

①河川カメラのシステム連携（姫路河川国道事務所との連携実証） 

②加古川市内における内水氾濫リスクが高い箇所への浸水センサーの設置 

③水害リスクに対する広域連携を実現する実証実験 

 加古川市担当課へのヒアリング 
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５． 実験実施結果 

 
５．１．  実験結果 

 見守りサービスの高度化・展開に関する実験結果 

 ①広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開に関する実証実験 

  1)加西市における連携実証（実証モニター等） 

  ・4.2 で述べた通り、広域連携実証の依頼および自治体参加募集を行った結果、加西

市が広域連携実証に参画することとなった。 

  ・加西市においては、以下に示す通り、認知症高齢者の捜索事案が毎年発生しており、

地域の課題として顕在化しつつある。また、市外まで徘徊し発見されるケースも散

見するなど行政界を超えた取組の必要性も高まっている。 

【参考】加西市における認知症高齢者の捜索事案 

 ・行方不明や警察から認知症のおそれのある方の捜索願の受付件数： 

年間 20～30 件 

・年末～年始にかけて、ひとり外出されて家族で見つけられない事象が発生 

 ・市職員・警察・地域包括支援センター（担当ケアマネ）の捜索では、時間

を要するため、非常に大掛かりな捜索になる 

 ・市外で発見されるケースが散見され、10km 以上も移動されるケースもあり

  ・本実証では、限られた実証期間の中で、市職員担当やケアマネジャー、起動処理グ  

ループの１５名に実証モニターとして参加、実証用のタグを携帯して頂き、実証

用の検知アプリでのタグ検知に協力頂いた。 

【実証参加者】 

    ①市職員担当          １１名 

②ケアマネジャー         １名 

③機動処理グループ（清掃関連等） ３名 

      計  １５名 

・また、みまもりタグ検知アプリのダウンロードを普及・促進するため、次頁に示す、

簡易チラシ（アプリのダウンロード方法と利用方法を解説）を作成し、加西市担当

者を通じて関係者への配布を依頼した。 
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        ◆みまもりタグ検知アプリの簡易チラシ 

 

 

  2)加西市における連携実証結果 

  ・本実証においては、次頁以降の実証結果に示す通り、みまもりタグを携帯する実

証モニターが在住の市町村（例：加古川市）から加西市内への移動の際、今回実証

用のタグ検知アプリをはじめとする移動式感知器および、電柱や施設等に設置さ

れた固定式感知器によって、行政界を超えたシームレスなタグの検知が行われて

いることが確認できた。 

・これにより、広域エリアでの見守りサービスが可能となり、見守りタグを携帯す

る人が、自治体間を移動したとしてもシームレスなサービス提供が実現できる。

また、限られた実証モニター数ではあるものの、加西市内において移動式感知器

である本アプリおよび、市内に設置済みの固定式感知器により、一定の検知範囲

をカバーできていることが確認できた。 
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 ◆実証モニターのみまもりタグの検知状況（図上部：加西市、図下部：加古川市） 

  ※加西市での実証アプリや固定式感知器（既設置）での検知、加古川市での固定式・  

移動式感知器での検知を確認 

 

加西市での実証アプリや固定式

感知器（既設置）での検知 

加古川市での固定式・移動式感知

器での検知 

実証モニターによる

行政界を超えた移動 
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 ◆実証モニターのみまもりタグの検知状況（加西市拡大図） 

   加西市における実証アプリでの検知（緑丸）、既設置済みの固定式感知器での検知

（赤四角のうち実証タグを検知したもの：青丸）状況は下図の通りであり、市役所

を中心として、一定の検知範囲をカバーしている。 
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 ◆実証モニターのみまもりタグの検知状況（検知回数を丸の大きさで表現） 

  ※加西市での実証アプリや固定式感知器（既設置）での検知、加古川市での固定式・

移動式感知器での検知を確認 

 

加西市での実証アプリや固定式

感知器（既設置）での検知 

加古川市での固定式・移動式感知

器での検知 

実証モニターによる

行政界を超えた移動 
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②自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

  1) 加古川市職員による試験機の利用状況 

   ・2020 年 10 月～11 月の試験運用期間、2020 年 12 月～2 月の実証期間を通じて、下   

表に示す利用状況が確認されている。 

   ・3 台の各試験機において、概ね 1 日 1 回程度コンスタントに利用されている。 

 

   ◆試験機の利用状況 

 

 

    ◆実証実験試験機（写真イメージ：二輪） 

 

 

 

 

 

フロンティア 26 インチ×1 台               ラクットワゴン×2 台 

  

10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 平　均

45 39 37 22 24 167 33.4

37 31 28 17 24 137 27.4

32 38 45 30 37 182 36.4

114 108 110 69 85 0 486 40.5合 計

タイプ

24インチ

24インチ

26インチ
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2)試験機の利用範囲（走行範囲） 

 ・3 台の試験機のそれぞれの利用範囲（走行範囲）は以下に示す通りであり、市役所を

中心として、市街地エリアのかなりの広範囲をカバーできていることが確認された。 

・今回の対象は市役所の職員のみであったが、多くの異なる部署の職員の利用がみられ

たことから、それぞれの関連施設などへの移動が行われたため、広範囲をカバーでき

たものと考えられる。 

 

◆フロンティア 26 インチの走行軌跡 

 

 

◆ラクットワゴン①の走行軌跡 
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◆ラクットワゴン②の走行軌跡 

 

 

【参考】三輪自転車の軌跡 ※走行性や交通安全性の観点から 2020 年内で実証取り止め  

  

 

 



 5-1-9 

2)試験機の平均対地速度（平均走行速度） 

 ・3 台の試験機の平均対地速度（平均走行速度）を重ね合わせて図化すると下図のよう

になり、青～緑～橙～赤の順に速度が高く、橙以上では 15km/h 以上のスピードが出て

いる結果となっており交通安全性の留意も必要となる。 

・特に、下図の赤丸の区間においては、通学路との重複区間でもあることから、一定の

走行速度に抑制するなど、児童等への配慮が必要となる。また、今後の機能強化（取得

データの強化）として、ブレーキの利用状況の把握などが可能となれば、交通安全性

に対する検証に有用であると考える。 

 

◆試験機の平均対地速度（平均走行速度） 

 
 

3)利用者アンケート 

 ・次頁に示す通り、概ね試験機の乗り心地や走行性については一定の満足度が得られて

いることが確認できた。 

・3 輪タイプの試験機については、走行性等に問題があるとのことで、実証での利用も

2020 年一杯で中止した。今後の利用層の設定にもよるが、一般市民の利用を想定す

る場合には、3 輪タイプの利用可否については見極める必要がある。 
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⽇
時

AM
・
PM

番
号

性
別

年
代

感
想

令
和
2年

10
⽉
14
⽇

AM
28

⼥
30
代

乗
り
⼼
地
が
よ
か
っ
た
の
と
、
充
電
が
減
ら
な
い
の
が
今
ま
で
の
よ
り
よ
か
っ
た
。

令
和
2年

10
⽉
15
⽇

AM
28

⼥
40
代

全
体
に
重
か
っ
た
。
漕
ぎ
だ
し
は
軽
快
。

令
和
2年

10
⽉
15
⽇

AM
29

⼥
30
代

漕
ぎ
だ
し
は
よ
か
っ
た
が
、
し
ん
ど
か
っ
た
。

令
和
2年

10
⽉
15
⽇

AM
31

⼥
40
代

乗
り
⼼
地
は
良
い
。
運
転
は
安
定
す
る
が
、
⾃
転
⾞
が
重
た
い
気
が
す
る
。

令
和
2年

10
⽉
15
⽇

PM
29

⼥
30
代

以
前
と
変
わ
ら
な
い
乗
り
⼼
地
で
し
た
。

令
和
2年

10
⽉
19
⽇

AM
31

男
40
代

⼒
を
⼊
れ
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
発
進
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
乗
り
た
い
と
思
っ
た
。

令
和
2年

10
⽉
20
⽇

AM
28

⼥
30
代

⾛
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
時
計
表
⽰
も
あ
る
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

令
和
2年

10
⽉
21
⽇

PM
30

男
40
代

×
ス
ピ
ー
ド
出
な
い
、
×
う
ね
う
ね
す
る
、
〇
ら
く
ち
ん

令
和
2年

10
⽉
26
⽇

AM
33

⼥
50
代

2輪
よ
り
3輪

な
の
で
安
定
し
て
い
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
乗
り
始
め
に
、
ま
ず
後
輪
に
⾜
を
踏
ま

れ
、
⾞
体
の
ふ
ら
つ
き
、
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
る
、
な
ど
と
て
も
不
安
定
で
、
倒
れ
て
怪
我
し
た
ら
公
務
災

害
か
、
と
ま
で
考
え
な
が
ら
恐
る
恐
る
帰
庁
し
ま
し
た
。

（
わ
ず
か
な
凹
凸
の
路
⾯
で
あ
っ
て
も
恐
怖
で
し
た
）

ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
2輪

に
な
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
独
特
な
⾛
⾏
特
性
が
あ
る
3輪

が
危
険
だ
と
思
い
ま

す
。

私
は
次
回
か
ら
は
2輪

を
選
び
ま
す
…

令
和
2年

11
⽉
10
⽇

AM
28

⼥
40
代

快
適
で
し
た
。

令
和
2年

11
⽉
10
⽇

AM
31

⼥
30
代

快
適
で
し
た
。

令
和
2年

11
⽉
17
⽇

PM
29

⼥
-

少
し
⾳
（
異
⾳
？
）
あ
り
⼤
き
め
だ
が
変
わ
り
な
く
乗
れ
た
。

令
和
2年

11
⽉
18
⽇

PM
29

⼥
20
代

GP
Sロ

ガ
ー
が
盗
難
さ
れ
て
な
い
か
不
安
で
し
た
。
市
⺠
へ
の
訪
問
に
使
⽤
し
ま
し
た
。

令
和
2年

11
⽉
18
⽇

PM
31

男
30
代

利
⽤
し
や
す
か
っ
た
。

令
和
2年

11
⽉
25
⽇

AM
31

男
40
代

快
適
で
し
た
。

◆
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（

加
古

川
市

職
員

）
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4)試験機による見守りタグの検知状況 

 ・2021 年 1・2 月における見守りタグの検知状況について、下表および次頁以降に検知

状況図を整理する。 

 ・これによると、1 日あたりの平均検知回数は 2.1 回となっており、必ずしも多いとは

いえない。また、時間帯別にみると、11 時から 13 時台の昼の時間帯が最も検知され

ており、その範囲も広いことが確認できる。検知される時間帯から推察すると、こど

もよりも高齢者のタグ保有者の検知が大半であると想定される。 

 ・今回は加古川市職員による利用ということで、9～17 時台の検知となっているが、今

後、レンタサイクル事業への展開を行うことで、小学生の登校時や下校後の検知など

も含め、検知エリアの拡大等が期待できると考える。 

 

◆試験機（車載検知器）による見守りタグ検知状況 

 

タグ検出の整理 ／ ⽇平均 検出数（2021年１⽉、２⽉）

※検出タグ数 ： 同⼀タグで複数回の検出がある場合は回数分計上している。

３⾞両
⾛⾏⽇数 84 ⽇
検出タグ数 178 個
検出タグ数（⽇平均） 2.1 個/⽇

29-FRミント3-購⼊ラクット（1315） 28-FRミント2-購⼊ラクット（3121） 31-フロンティア（4012）
⾛⾏⽇数 26 ⾛⾏⽇数 28 ⾛⾏⽇数 30
検出タグ数 50 検出タグ数 42 検出タグ数 86
検出タグ数（⽇平均） 1.9 検出タグ数（⽇平均） 1.5 検出タグ数（⽇平均） 2.9

29-FRミント3-購⼊ラクット（1315） 28-FRミント2-購⼊ラクット（3121） 31-フロンティア（4012）
⾛⾏⽇ 検出タグ数 ⾛⾏⽇ 検出タグ数 ⾛⾏⽇ 検出タグ数

2021-01-05 1 2021-01-05 2021-01-05 1
2021-01-06 1 2021-01-06 2021-01-06 4
2021-01-07 7 2021-01-07 2021-01-07 2
2021-01-12 1 2021-01-13 2021-01-08 3
2021-01-13 2021-01-14 3 2021-01-14 1
2021-01-14 3 2021-01-15 2021-01-15 2
2021-01-15 2021-01-18 2021-01-18 2
2021-01-19 2 2021-01-19 4 2021-01-19 5
2021-01-20 2021-01-20 1 2021-01-20 2
2021-01-21 2021-01-21 2021-01-21 2
2021-01-25 3 2021-01-25 9 2021-01-25 1
2021-01-28 2021-01-26 2021-01-26
2021-02-02 2021-01-27 1 2021-01-27
2021-02-03 2021-01-28 2021-01-28
2021-02-04 2021-02-01 2 2021-02-01
2021-02-05 8 2021-02-02 3 2021-02-02 1
2021-02-09 2021-02-03 2021-02-03 5
2021-02-12 3 2021-02-04 3 2021-02-04 3
2021-02-15 2021-02-09 2021-02-05 11
2021-02-16 3 2021-02-10 2021-02-08 1
2021-02-17 4 2021-02-12 9 2021-02-09
2021-02-18 7 2021-02-15 2021-02-10 13
2021-02-19 3 2021-02-16 1 2021-02-12 6
2021-02-22 1 2021-02-17 2021-02-15 5
2021-02-24 1 2021-02-19 2021-02-16 2
2021-02-25 2 2021-02-22 4 2021-02-17 1

2021-02-25 2 2021-02-18
2021-02-26 2021-02-19 6

2021-02-24 7
2021-02-25
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◆見守りタグの検知状況（９時台～１７時台までの重ね合わせ） 

 
 

◆９時台のタグ検知            ◆１０時台のタグ検知 

 
 

◆１１時台のタグ検知           ◆１２時台のタグ検知状況 
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◆１３時台のタグ検知状況         ◆１４時台のタグ検知状況 

 

 

◆１５時台のタグ検知状況         ◆１６時台のタグ検知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆１７時台のタグ検知状況 
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 河川や内水氾濫に対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証

実験 

 ①汎用カメラを用いた浸水把握技術開発との連携（姫路河川国道事務所との連携実証） 

  ・姫路河川国道事務所が行う汎用カメラを用いた浸水把握技術の開発との連携実証と

して、浸水把握システムの表示ページの URL を行政情報ダッシュボード（市の管理

者限り）にリンク先として設定し、ダッシュボード経由で浸水把握システムの表示

ページにアクセスできるようにした。 

  ・また、水位データについては、加古川市の都市 OS とのデータ連携を図ることで、今

後の展開を可能とした。 

 

②加古川市内における内水氾濫リスクが高い箇所への浸水センサーの設置 

  ・4.2 の検討結果に基づき、加古川市内における内水氾濫リスクが高い箇所のうち、

下記 6 箇所への浸水センサーの設置を行った。 

＜浸水センサーの設置個所：6箇所＞ 

①口里地内（口里ハーモニータウン） 

②野口町長砂地内（別府川9-2号雨水幹線） 

③新野辺４号線アンダーパス 

④北野川地先（別府川５－７号雨水幹線） 

⑤加古川町粟津地内（粟津神社南西水路） 

⑥砂辺４号線アンダーパス 
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◆口里地内（口里ハーモニータウン） 

 

◆野口町長砂地内（別府川 9-2 号雨水幹線） 

 

◆新野辺４号線アンダーパス 
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◆北野川地先（別府川５－７号雨水幹線） 

 

◆加古川町粟津地内（粟津神社南西水路） 

 

◆砂辺４号線アンダーパス 
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③SIP・分野間連携 PJ（市町村災害対応統合システム開発 PJ）との広域連携実証 

SIP・分野間連携 PJ との広域連携実証として、カーナビへの防災情報提供（カーナビ画

面へのハザードマップデータの重畳）を行った。以下にその実証結果（カーナビ画面）を

整理する。 
 

【通常のカーナビ画面】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【実証開発中のカーナビ画面 (ハザードマップモード)】 

 

  

<加古川市避難場所オープンデータより> 

①両荘公民館(収容 99 人) 

 高潮、地震、津波、火事 

②平荘小学校(収容 519 人) 

  洪水、高潮、地震、津波、火事 
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５．２． 分析結果と考察 

 

 実証実験の結果と考察 

①見守りサービスの高度化・展開に関する実験結果 

  1) 広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開に関する実証実験 

  ・本実証においては、みまもりタグを携帯する実証モニターが在住市町村（例：加

古川市）から加西市内への移動の際、今回実証用のタグ検知アプリをはじめとす

る移動式感知器および、電柱や施設等に設置された固定式感知器によって、行政

界を超えたシームレスなタグの検知が行われていることが確認できた。 

・これにより、広域エリアでの見守りサービスが可能となり、見守りタグを携帯す

る人が、自治体間を移動したとしてもシームレスなサービス提供が実現できる。

また、限られた実証モニター数ではあるものの、加西市内において移動式感知器

である本アプリおよび、市内に設置済みの固定式感知器により、一定の検知範囲

をカバーできていることが確認できた。 

・来年度以降、加西市の実証参加に加えて、他の周辺自治体の参画も促し、広域で

の拡大実証を継続することで、実装化に向けた技術的課題やサービスの内容精査・

ビジネスモデルの検証などが必要である。今回のアンケート調査では、本実証へ

の参画意向を示している自治体もあることから、今年度の実証結果や期待される

効果を周知し、広域会議体を通じたアプローチが肝要であると考える。 

 

  2) 自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

・今回実証実験用に開発した電動アシスト自転車の試験機に関して、正常なみまもり

タグの検知や自転車の走行ログの取得を確認できた。これより、既往取組である「高

齢者の MCI 早期判定」の入力データとしての活用や、「郵便バイクの車載式検知器」

の補完的な役割も果たすことが十分可能であると考える。 

・また、今回取得した平均対地速度や走行ログをもとに可視化してみると、一部の通

学路において高い速度での走行がみられたことから、このような結果を市の職員に

周知するとともに、交通安全の観点からの啓発が必要である。加古川市では、交通

事故の発生数が多く、都市課題の一つとなっていることから、交通事故削減に向け

た定量データとしの活用も期待できる。 

・さらに、来年度には次段階の実証として、今回試験機の高機能化（収集データの充

実）を予定しており、「ブレーキの利用状況や電池残量情報」、「電源出力」「災害時
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充電運転モード」を付加する予定である。 

・災害時において、現状でもエコモードであれば 1 回の充電で 130km の航続距離を有

しており、特に、災害時の移動手段としての利用や、来年度開発予定の災害時充電

運転モードにより、災害時の支援ツールとしての活用も期待できる。 

 

②水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験 

（浸水把握技術開発との連携（姫路河川国道事務所との連携実証）、市内浸水センサー  

設置、広域連携実証） 

  ・浸水把握技術開発との連携および市内浸水センサー設置に関しては、加古川市の行

政ダッシュボードに一元的に情報を集約し、可視化することができるようになっ

た。これにより、加古川市の防災担当者が災害時においても、現地に赴くことな

く、安全なリモート環境で現地の状況をリアルタイムで正確に把握することが可

能となる。 

  ・また、広域連携実証については、SIP 防災事業に対して、ハザードマップなどの市

の保有データを提供し、カーナビ画面へのデータ重畳を確認した。SIP 防災事業は

来年度も継続予定のため、提供データの充実や広域での継続検証が必要である。 

  ・さらに、市内浸水センサーの設置により、今後は以下の効果が期待される。 

設置場所 期待される効果 

①口里地内（口里ハーモ

ニータウン） 

洪水と高潮による別府川の水位上昇が重なった場合、水

路から溢水し床上した浸水することが懸念されている。今

回の推移感知により状況をリアルタイムに正確に把握し、

ウォーターゲートなど迅速な配備を行うことで被害の軽減を

図ることが可能となる。 

②野口町長砂地内（別府

川 9-2 号雨水幹線） 

当地区は、近年、農地の宅地化が進み、しばしば浸水被害

が発生しており、ハザードマップにも浸水実績箇所として位

置付けられている。現在、担当課において雨水幹線整備を

進めており、浸水状況の把握を目的として当該箇所に浸水

センサーを設置することで、その整備効果の把握、検証が

可能となる。 

③新野辺４号線アンダー

パス 

アンダーパスのため、現在は溜まった雨水を感知して自動

でポンプ排水しているものの、故障などでポンプが作動しな

い場合がある。このような場合、浸水センサーを設置するこ

とで、迅速に現地の状況を把握し、パトロールや通行止め
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を円滑に行うことができる。 

④北野川地先（別府川５

－７号雨水幹線） 

今回の浸水センサーによって、水路管理者である行政だけ

でなく、地元の農業取水ゲート管理者もリモートで水位の状

況が確認でき、早期のゲート操作が可能となることから、浸

水被害の軽減が期待できる。 

⑤加古川町粟津地内（粟

津神社南西水路） 

当地区はしばしば浸水被害が発生しており、ハザードマッ

プにも浸水実績個所として位置付けられている。現在、担

当課において浸水対策の検討を進めており、浸水状況の

把握を目的として、浸水センサーのデータを活用すること

で、浸水被害の軽減が期待できる。 

⑥砂辺４号線アンダーパ

ス 

アンダーパスのため、たまった雨水を感知して自動でポン

プ排水する仕組みであるが、故障などでポンプが作動しな

い場合がある。このような場合、浸水センサーを設置するこ

とで、迅速に現地の状況を把握し、パトロールや通行止め

を円滑に行うことができる。 

 

 将来的な実装を見据えたランニングコストに関する検討 

 ①広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開 

・本実証で開発した「みまもりタグ検知アプリ」を実装する場合、iOS/android の OS バ

ージョンアップ対応やサーバー管理、都市 OS とのデータ連携などランニングコスト

が必要となる。 

・本取組みのスキームは、前述した通り、ハード整備のための大きな先行投資が必要な

いサービスから実装化していくことで、自治体の財政負担を軽減するビジネスモデル

を想定したものであり、今回のみまもりタグ検知アプリは大きな先行投資が必要ない、

先行的な取組であることから、その運用方法として、参加自治体からの当該アプリの

年間サービス利用料を予定している。 

・今回の意向アンケート結果をもとに、来年度以降、実証に参画する自治体を拡大でき

るよう、今年度実証に参加できなかった理由やハードル、関連取組の状況などをあわ

せて把握し、継続的なアプローチ方法を検討していきたい。 
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 ②自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

・今回の試作機について必要な改良行い、社会実装するには、レンタサイクル事業を念

頭においたマネタイズを想定している。ただし、これにはレンタサイクル事業の運営

費用がランニングコストとして必要となる。 

・レンタサイクル事業者は、一般的に収益性が高い事業とはいえないことから、当該事

業以外の収益源の確保が必要である。取得データのまちづくり活用（見守りサービス

の質向上、交通安全性の検証）や、有償データとしての提供可能性、高齢者の見守り

サービスの追加オプションサービス（有償サービス）についての検討が必要である。 

 

③水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験 

（浸水把握技術開発との連携（姫路河川国道事務所との連携実証）、市内浸水センサー

設置、広域連携実証） 

・災害リスクのデータを一元的に集約し、ダッシュボードで可視化するなど本サービス

を実装する場合には、継続的なデータ取得費用や都市 OS/ダッシュボードの運用保守

に係るランニングコストが必要となる。 

・よって、加古川市の都市 OS を広域展開して、サービスの拡充を図るとともに、周辺

の各自治体から負担金を徴収することで、自治体当たりのコストを削減（有償データ

の販売等も視野）することを想定して、持続的な運用を目指すことが考えられる。 
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５．３． 技術の実装可能な時期・実装化に向けた課題 

①見守りサービスの高度化・展開 

・「広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開」「自転車によるセンシ

ングを活用した見守りサービス」については、2023 年の社会実装を見据えている。 

・前者の加西市における今後の取組予定と展開可能性について以下に整理する。 

【利用用途に応じた BLE タグのサービスと GPS のサービスの使い分け】 

  ＜BLE タグ＞   市街地で一定の検知密度が確保できているエリアの居住者 

           離れて暮らしている方の見守りを目的とする場合 

＜GPS サービス＞ 山間部等で一定の検知密度が期待できないエリアの居住者 

家族の今いる場所、行動を確認したい場合 

※デメリットとして充電の頻度が高い 

【加西市の今後の予定】 

・包括支援センターの職員にタグをもってもらう取組を予定 

    ・また、ＳＯＳネットワークに登録された方（市内 100 名程度）にタグをもっ

てもらうことを庁内で検討中（巾着袋に入れて常時携帯してもらう工夫等） 

   【市内の固定感知器を増設強化し、健康アプリとの連携を視野】 

・アプリダウンロード 30pt（健康課） 

・固定感知器の設置数 

 これまで： 30 台（見守りタグ検知器） 

 次年度 ： 50 台 

 最終  ： 全 170 台程度 

・また、本件に関して、加古川市より年度明けに広域会議体への実証結果の報告を行

い、継続的に隣接市町村の参加を呼びかけ予定 

 

②水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開） 

・「浸水把握技術開発との連携（姫路河川国道事務所との連携実証）」「市内浸水センサ

ー設置」、「広域連携実証」については、2022 年の社会実装を見据えている。 

・来年度以降も、国（SIP 事業含む）や県などと広域連携しつつ社会実装に向けた環

境を整える必要がある。 
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６． 横展開に向けた一般化した成果 

 

 本実証実験のメニューに関しては、特段の地域特性・事情に影響を受ける内容ではない

ため、横展開に向けた一般化が可能である。 

 

 見守りサービスの高度化・展開に関する実証実験 

 1) 広域みまもりタグ検知アプリの開発・複数自治体への展開に関する実証実験 

・本実証で開発した「みまもりタグ検知アプリ」を活用して行政界を越えるシームレ

スなタグの検知が実現できる。 

・これにより、広域エリアでの見守りサービスが可能となり、見守りタグを携帯する

人が、自治体間を移動したとしてもシームレスなサービス提供が可能となる。 

2) 自転車によるセンシングを活用した見守りサービスに関する実証実験 

・今回実証実験用に開発した電動アシスト自転車は試験機であるが、正常なみまもり

タグの検知や自転車の走行ログの取得が確認できたことから、実装に向けた次段階

の実証に移行可能であると判断しており、更なる付加機能の追加（ブレーキの利用

状況や電池残量情報、電源出力、災害時充電運転モード）を予定している。 

・来年度は、加古川市内においてレンタサイクル事業の展開に向けた実証を予定して

おり、事業可能性が見込まれるようであれば、横展開も十分可能なメニューである。 

 

 水害リスクに対する防災性向上（情報提供の高度化・展開）に関する実証実験 

（浸水把握技術開発との連携（姫路河川国道事務所との連携実証）、市内浸水センサー  

設置、広域連携実証） 

  ・浸水把握技術開発との連携および市内浸水センサー設置に関しては、加古川市の行

政ダッシュボードに一元的に情報を集約し、可視化することができるようになっ

た。これにより、加古川市の防災担当者が災害時においても、現地に赴くことな

く、安全なリモート環境で現地の状況をリアルタイムで正確に把握することが可

能となる。 

  ・本取組の横展開に向けては、加古川市の行政ダッシュボードや都市 OS を広域利用

（共同利用）することで、イニシャルの環境整備に係るハードルを下げて、広域

展開を推進することが一案として考えられる。 

  ・また、広域連携実証については、SIP 防災事業に対して、ハザードマップなどの市
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の保有データを提供し、カーナビ画面へのデータ重畳を確認した。これらのスキ

ームは、他都市での展開も容易であり、広域で統一的な情報提供を行うことで、

防災情報の付加価値も高まることが期待できる。 

  ・さらに、浸水センサーの設置に関しては、浸水リスクの高い箇所を選定するプロセ

スは参考となり、効果的な防災対策に資するものと考える。 
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７． まちづくりと連携して整備することが効果的な施設・設備の提案 

 

 まちづくりと連携して整備することが効果的な施設・設備に関する提案は、以下に示す

通りである。 

 

 ・防災分野における避難等の広域情報提供 

   ⇒ 地域 BWA や 放送波等の積極的な活用 

 ・地域の見守り高度化 

   ⇒ AI カメラの有効活用 

   ⇒ 地域 BWA や 放送波等の積極的な活用 

   ⇒ 民間企業の営業車等への BLE タグ検知器（移動式感知器）の搭載 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実装にむけた先進的技術やデータを活用したスマートシティの実証調査（その１０） 

報 告 書 

  

令和３年３月 

 

国土交通省 都市局 
かこがわ ICT まちづくり協議会 
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